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地質調査事業の先覚蕃たち

��

炭田面油田開発の貢献者一ライマンｰ

ライマン

(1835～1920)

ライマンは石炭･石油など日本の地下資源開発の上

に大き祖業績を残したがその地質学的評価はあまりか

んばしv･ものではたかった1彼はアカデミックなドイ

ツ地質学よりも実際的なアメリカ地質学の影響を受け

ている.したがっていかにして地下資源を開発する

かということに専念しそのために役に立つようにと助

手たちを教育した.そして助手たちとともに学び

ともに成果をわかちあった.助手たちがライマンを慕

ったのは当然であろう､しかしこのようなやり方は

まだ封建色の濃い当時の日本では受け入れられたかった

ためライマンカミ去ってのち助手たちは次第に官界･

学界から離れ実業界に転じていった.ライマンが再

評価されるようにたったのはかなり後のことである.

ライマンの生い立ち

ライマン(Benj･minSmithLym･n)は1835年12月11

目マサチュセッツ州ノｰサンプトン市グリｰンストリ

ｰトに生まれた.彼の父も祖父も判事であった.

地質学吏の上からみるキ1830年代は層位学的方法の

樹立によって地質調査が世界的に行租われるようにな

った時期にあたる.このことはまたイギリスを中心に

して起こった産業革命がようやく一段落し産業が飛躍

的に発展したために鉄や石炭などの地下資源開発が国

家的に重視されたことにもよる.1835年にはイギリス

に地質調査所(Geo1ogi｡｡lSu.veyoftheUnitedKi㎎一

dom)カミ設立された.アメリカでは1836年にジェｰ

ムス･ホｰル(Jam｡｡H.11)の努力でニュｰヨｰク州地

質調査所がまたロジャｰス兄弟(亘.D.RogersとW.B.

Roge.s)の指導でペンシルベニア州地質調査所があいつ

いで設立された.開拓にとも怒って発展したアメリカ

の地質学は理論面ではヨｰロッバの地質学に比べてか

なり遅れていた､しかし1842年に開かれた英米連合

の地質会議でH.D.ロジャｰスらがアパラチア山脈

の成因的研究を発表してヨｰ回ツバのア/レプス学派を攻

今井功

撃して以来次第に注目されるようになった.

ライマンはノｰサンプトンの初等学校からフィリップ

･エキスタｰ学校をへてボストンのハｰバｰド大学に

入学した.1855年ライマンは20才でこの大学を卒業

している.卒業論文はrヶンブ～ジにおけるワシントン

の再訪｣である.'同級生にアガシF(E.R.Alexander

Agassi｡)カミいた.アガシｰはのちに合衆国沿岸測量

部員となりCha11enger号やA1batrOss号にものって

世界各地の海洋調査を行放っている.晩年は鉱山業に

転じシュｰペリオ湖近くのカリュメットとヘクラの

銅山で産をなした.彼の父のノレイ･アガシｰ(Lo･i･

JeanRudolphAgassiz)はスイスの生まれでババリ

アのエルランゲン大学およびミュンヘン大学に学び化石

魚類の研究や氷河の研究で著名になった.1846年に渡

米し翌年ノ･一バｰド大学に新設されたロｰレンス理学

部(LawrenceS･i･ntii･School)の教授となっている.

なおアメリカの著名た地質学者デｰナ(J･㎜e･Dwight

Dan｡)はこの3年後の1849年以来シリマン(BenjaminSilli-

man)教授の後任としてコネチカット州ニュｰヘブン

の工一ル大学地質学教授となっている.エｰノレ大学

はアメリカ地質学会の結成(1819年)されたところでシ

リマン教授は学会の設立と共にアメリカ科学雑誌(Ame-

ricanJoumalofScience)の刊行にも貢献している.

ライマンは学生時代から博物学に興味をもっていたけ

れどもとくにそれに没頭するほどの熱意はなかった.

大学卒業後しばらく中学校の先生をしてv･たが単調板

生活にあきたらず伯父レスレｰ(J.P.Res1ey)が役員

をしていたアメリカ鉄鉱協会の仕事で1857年に南部に旅

行し各地の測量調査に従事した.しかしこの仕事に

も満足していたとは思えない.翌年ニュｰヨｰク州

地質調査所のジェｰムス･ホｰノレの指導でアイオワ州

の地質調査に従事した.ホｰルは当時アメリカでもす

ぐれた地質学者でその足跡はニュｰヨｰク州ばかりで

なくオハイオアイオワウィスコンシンの各州にお

よぴその精密で実証的柱層位学的古生物学的研究は

今日でも高く評価されている.また彼は地向斜概念の

先駆的な考えを発表したことでも有名である.

ライマンはホｰノレの真剣な研究態度にうたれ地質学

の基礎的知識を修得する必要性を痛感した.1859年g�
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月24才のライマンは伯

父エドワｰドライマン

の経済的援助によりヨｰ

ロッパ留学の途について

いる.

1859年は別の意味で歴

灘史的な年であるライ

マンが旅立つより少し前

の8月28目にペンシノレ

ベニア州のオイノレクリｰ

クでセネカオイル会社

ジェｰムスホｰルによるドレｰク井カミ成功

した.巨大なアメリカ石油産業発展の葛がここに切っ

て落とされたわけである.ライマンはフランスに行き

10月にパリ鉱山学校に入学した.これは1747年に創立

されたヨｰロッパでも最古の鉱山学校である.1861年

までこの学校に在学したライマンはさらにドイツに行

きフライベノレク鉱山学校に学んだ.当時のフライベ

ルク鉱山学校の教授にはVonCottaやWeisbachがい

た.全学生の半数はアメリカ人だったといわれる.

ライマンのヨｰロッバ滞在中アメリカでは南部と北

部との政治的経済的思想的粧対立が深刻化し1861

年4月12日ついに南北戦争がぼっ発した.これは農

業の南部工業の北部という産業の発展過程のずれから

くる避けがたv'争いでもあった.

南北戦争のためライマンは1862年9月にドイツから

故郷のノｰサンプトンに帰った.しかし彼は軍隊に入

ることを嫌ってペンシルベニア州地質調査所にいた伯

父レスレｰの仕事を手伝いニュｰイングランドペン

シノレベニアカナダのノバスコシア州ケｰプブレトン島

など各地の地質測量調査に従事した.レスレｰとライ

マンはこのケｰプブレトンで石炭の地下埋蔵状態を知

るために地下等深線という作図法を考案している.

ダ
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アメリカ東北部地図

ペンシルベニア州からはじまったアメリカの油岡開発

はやがてニュｰヨｰクウエストバｰジニアオハイ

オなどの各州に波及した,これに刺激されてバクｰ

油田(1863年)をはじめ世界各地の油田が開発されだし

た.ロックフェラｰガ重オハイオの7大精油所を合同

してスタンダｰド石油会社を設立したのは星870年であ

る.ライマンはこの年にイギリス政府の依嘱をうけて

インド北酉部パンジャブ地方の看油調査に亙年間従事し

ている.この仕事が終わってからライ'マンは次の調

査地として日本を選んだ.彼の来日は1872年(明治5年)

である.

蝦夷地開掩

北海道開発の歴史は古い.江戸時代の半ばごろから

再三にわたる外国船の来航のために幕府はいろいろと

北辺防備の対策を講じておりまた地下資源の開発にも

着目していた.幕末にいたって安政2年(1855)7月

幕府はr蝦夷地開拓触書｣を公布し金銀銅鉛

鉄石炭などの開発を奨励した.幕府カミ釧路白糠炭田

の開発にあたったのも函館奉行が武田成章に命じて古

武井の砂鉄を検分させたのもこの年である.翌安政3

年正月函館奉行竹内保徳は函館周辺の金属鉱山を巡視

し南部藩の鉱山師を招いて検分させた.北蝦夷地に関

しては幕府は万延元年(1860)に大野藩に開拓を指令し

ている.

文久元年(1861)函館奉行は蝦夷地の鉱山開発のため

アメリカから地質兼鉱山技師としてブレｰク(W.P.

Blake)とパンペリｰ(R.Pumpe11y)を招いた.これ

はおそらく万延元年目米通商条約カミ正式に批准され

て最初の技術者招へいであろう.彼らは帆船カｰリン

トン号にのって90目の長い航海ののち文久2年2月横

浜に入港している.ちょうど南北戦争カミはじまった翌

年にあたる.2人は5月から8月ごろまで渡島･後志の

鉱床調査を行なった.しかし擦夷の気運の強い当時

彼らの身の安全を保障することが困難なために函館奉

行は2人を長く滞留させることができなかった.短い

調査期間ではあったがブレｰクは1862年(文久2年)に

“Geologica1MapofaportionoftheIs!andof

Yesso,Japan"をあらわしている.これは200万分

の1の道南地区地質鉱産図である.パンペリｰは日本

を去ってから朝鮮中国の各地を踏査しその調査結果

を1866年(慶応2年)に“GeologicalReserchesinChina,

MongoliaandJapan"としてまとめている.また

水戸藩の反射炉築造に貢献した南部藩の大島高任は文

久2年以降北海道各地の鉱山を検分し探鉱採鉱

石炭分析などを行ない胆振のユｰラップ鉱山ではパン�
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ペリｰの指導で火薬爆破をこころみている.大島高任

はオランダの技術書からいろいろと採鉱冶金に関する知

識を学んでおりデｰナの鉱物学も読んでいたといわれ

る.これらの人たちの調査により元治元年(1864)幕

府は茅沼炭山を開坑した.茅沼炭山はその後イギリス

の鉱山技師ガｰノレ(Erasmu･且.M.G･al)によって大規

模経営に移された.

幕府の蝦夷地開拓の方途は明治維新によって坐折し

た.しかし明治政府も蝦夷地開拓を重視し積極的

に開拓計画を進めた.明治2年(1869)7月攻府は民

部省に開拓使をおいて開拓入植者を募集しまた8月に

は蝦夷地を北海道と改称し11国86郡に分割した.開

拓使次官黒田清隆は翌3年11月農工業の技師招へいと

開拓用機械購入のため欧米巡視に旅立った.

アメリカでは南北戦争が1865年(慶応元年)北軍の勝

利に終わりユ868年(明治元年)に北軍総司令官グラント

将軍カミ大統領に就任した.明治4年正月黒田清隆は

グラントにあい北海道開拓の主旨を説明して技術援助

を乞うている.グラントは開拓使顧間として農務長官

のケプロン(HoraceCapron)を推せんじだ.ケプロ

ンは医学博士で化学｡地質学にも造けいの深いアンチ

セル(Thom.ssAntise11)と秘書のスチュアｰト･エノレ

トリッチを同伴してその年8月に来日した.アンチ

セノレはやや遅れて来日した土木技師ウォｰフィｰルドと

ともに北海道におもむき約2ヵ月にわたり道南地域の

諸鉱山を巡視した.この調査結果はケプロンの開拓計

画の重要な基礎資料と狂っている.

開拓使沸諸外国から招へいした技師の総数は76名にお

よび専門分野も物理化学地質鉱物測量土

木気象鉱山機械水理農芸医学など多方面にわ

たっている.このことからも政府の北海道開発に対す

るカのいれかたカ重うかカ玉える.

アンチセルは開拓使の地質兼鉱山士長とv'う肩書きで

ケプロンにつぐ高給をもらってv･た然性格沸強いため

開拓使官吏と衝突しケプロンともうまくゆか在かっ

た.アンチセルカミたてた北海道の地質測量調査計画は

採用され狂かった.そればかりか地質兼鉱山士長と

いう要職からのちに開拓使仮学校の教頭という閑職に

まわされた.ケプロンはアンチセルの後任としてアメ

リカからライマンを招いた.こうしてライマンは明治

5年(1872)11月助手のマンロｰ(H㎝rySmithM㎜roe)

とともに来日した.ときに37歳であった.'マンロｰ

はコロンビア大学出身で化学鉱物学を専門としてい

た.ライマンが黒田清隆ととりかわした契約書にほ

期間は明治5年11月?目より3年間任務は地質鉱山の

調査同作業に従事すべき学年の教育ξある享

和服姿のライマン(右)とマンロｰ(左)

開拓使仮学校

ケプロンは北海道

の開発にはまず学校を

設け専門的知識を有

する人物を育成するこ

とが第一であると提言

したので明治5年1

月に仮学校の設置がき

まった.校舎は芝増

上寺御成門のそばの開

拓使庁の隣に設けられ

た.正式の開校は4

月15目に行なわれてい

る.仮学校は普通科(初等教育)と専門科にわかれてい

る.専門科はさらに4部にわかれており物理化学

機械鉱山地質建築測量植物動物農業など

カミ講議された.この教科内容は理科系としては当時

日本でも最高水準の'ものであった.教頭にはアンチセ

ルカ枕りケプロンも講議した.

学生のうちからとくに選ばれてライマンやマンロｰの

指導を受けた人たちは山内徳三郎稲垣徽之進三沢

思嚢桑田知明高橋譲三(のち杉浦と改称)賀周真一

斎藤裁治坂市太郎島国純一山際永吾前田精明

西山正吾秋山美丸前田本方安達仁造である.

このうち山内徳三郎は準奏任御用掛で学生であると

ともに学生の監督もつとめた.また前因本方と安達

仁造はともに事務家で調査のマネｰジャｰをつとめた

が一緒に製図測量の技術を勉強した.

彼らのこれまでの経歴についてはあまり明らかでない

カミ桑田知明は開成所でフランス語を学び大学南校の

あまね

助教となっており賀田貞一は西周の門に入って英語を

学びさらに慶応義塾で勉強している.また山際永吾

は会津藩で140石の小姓であったが若松城落城後苦

難の遺をたどって勉学のために上京している.とも

かくみた当時としてはかなりのインテリ青年であった.

英語の不得意な者は横浜にあった高島学校で強制的に

その修得を命ぜられた.坂市太郎は当時の仮学校の

授業について次のように述べている.

｢私の教わりましたは理化学にはアンチセル氏地質学にはラ

イ叩ン氏鉱山学にはモン臓州民でありましたがその当時の

学生は漢学と英語および多少数学を学びたるのみにて政事上

の議論にのみ走り専門約学術の知識はさらにないものであり

ました.しかるにアンチセル先生は榑学の人でありまして

その講議の逮煮なること無類の人にしてあまり講議が多種に

わたり覚えきれぬから加減をしてくれといった島意味が了解

さるれば足れりと青われまた私がある質問登したら大いに

賞讃せられ元米教師の講議や書物は盲き発明のみζれ菅も�
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って学者となるべき筋道を教ゆる叢てにして宇宙閲の万物ご

とごとく疑間ならざるはなしこれを研究発鯛するが学者たる

べきものの本分なりといわれ讃したこあは繭洋の発達進歩は

漢学者流の古人崇拝主義&纂なり榔学煮流の自カ主義にて研

究発明するためなりと思い薮しね

この仮学校は明治8制ζ札幌農学校と恋りクラｰク

博士カ茎招かれて校長と放った.札幌農学校が今の北海

道大学の前身であることはいう妻でも狂い,

北海道の地質調鐙

ライマンの北海道における地質調査は明治6･718

年の3回にわたって行なわれた.いずれも冬期は講

議と報告書の作成にあたり夏期に学生をつれて実地調

査を行荏っている.

明治6年(1873)にはマ;■ロｰと学生7名をつれて

おもに北海道南部地域の調査を行在った.この際学

生たちは茅澗(茅沼)炭山ユｰラップ鉛山幌内炭山

岩雄登硫黄山山越内および鷲の木石油地泉沢石油地

でそれぞれ測量調査を行なっている.ライマンは別に

積丹半島定山渓有珠登別糠前場別登刺別

駒岳恵山古武井荏とを巡回レている.

明治7年の調査は5月から10月まで150目におよ

ぶ行程である.学生はあらたに4名を加え一隊はマ

ンロｰの指導により一渡広尾歴身地方の砂金地と幕

別炭山を調査し他の一隊はライマンの詳細な指示にも

とづいて幌内炭山幌内一石狩川間幌内一生如間の

測量を行校っている.この結果は5000分の1の地質図

と狂って表わされた.これらの地質図の一部には石

炭の地下賦存状態を示す地下等深線が描かれている.

ライマン自身は通訳1名人夫数10人をつれて北海道一

巡の予察旅行を行なった.

まず石狩雨竜の炭田地域から神威古潭上川愛

別をへて十勝に越え釧路根室を視察し北見から宗

谷をまわって留鵡に達しさらに石狩小樽をへて茅沼

炭山を調査したのち雷電越しで函館に至っている.

この時に使用した地図は万延元年(1860)に松浦武四郎

が表わしたr東西蝦夷山川取調図｣であったといわれる.

強行目程であるため詳細な調査ができなかったのは当

然であろう.ライマンの北海道の地質の概要はこの明

治67年の調査で把握されたものと思われる.明治8

年の調査は6月から10月までの約100日間でおもに茅

沼空知の各炭田の精査にあてられた.調査に熟練し

た学生たちは美唄奈井江などの各地で良炭層を発見

し幌内から空知に至る地域の炭層が連絡している関係

を明らかにした.今日の石狩炭岡開発の基礎はこうし

て探究されたわけである.

ライマンは地質調査学生の指導ばかりでなく開拓

使に提出する報告書作成の義務も忠実に果たした･提

出したレポｰトの数は18編におよんでいる.開拓使は

これらの報告書にもとづいて幌内炭山の開坑運炭の

ための札幌一手宮間の鉄道敷設などの計画をたてた.

ライマンは北海道地質調査の総まとめとして明治9

年(1876)にr日本蝦夷地質要略之図｣を表わした.

日本蝦夷地

質要略之図�
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ライマンの北海道岩層区分

ライマンの層序�現在の知識に対応させたもの

新沈積層�沖積層､火山灰層

古沈積層�段丘堆積層

新火山石層�第四紀火山岩類

登志別層�油田第三系

古火山石層�

幌向層�第三紀火山岩類(緑色凝灰岩)

�爽炭古第三系と白亜系

鴨居古潭石層�神居古潭変成岩類および古期岩

これは200万分の1の北海道地質図で総合的放地質

図としては日本最初のものである.これにはライマ

ンマンロｰをはじめ調査にたずさわった助手たちの名

前カ茎明記されている.またブレｰクバンペリｰ

アンチゼルらの踏査路線も記されている.

明治10年(1877)ライマンはさらに“AGenera1Re･

portontheGeologyofYesso"をあらわした.開

拓使は明治11年にこれをr北海道地質総論｣として刊行し

た.これはr日本蝦夷地質要略之図｣の説明書ともいう

べきもので地層区分にもとづいて詳細な観察結果が述

べられている.ライマンは北海道の地質を上のように

7層に区分した.地質図にみられるようにそれぞれ

の分布は現在からみればきわめて大まかでいろいろと

問題はあるが限られた踏査路線から複雑な北海道の地

質の大勢をよく把握していることには感心させられる.

火山岩類に関しては新旧に2大別している.新火山

石層は第四紀の火山岩類を一括したものであり古火山

石層は北海道の大半を占めて分布する流紋岩質凝灰岩を

主とし同様な岩石は樺太南端礼文島南部津軽に

も分布すると述べている.たお古火山石層には鉛亜

鉛マンガン硫化銅などの鉱床があることを特記して

いる.

登志別石層は古火山石層の上位にくる堆積岩類で下

位の幌向石層と似ているところもあるが石油を産する

こと石炭はないが亜炭を含むこと化石の種類カ茎新ら

しいことなどを特徴としてあげ地質時代は中期中新世

と推定している.本層中にはスイスのモラッセに類似

するものがあると述べている｡もっとも詳細年説明カミ

たされているのは幌向石層である.これは即今煤層と

あるように來炭古第三系に相当するものでところによ

っては白亜系も含めている.ライマンは化石の上から

白亜系の存在を認めてはいるが白亜系と古第三系の層

位的な関係につv'てはよくつかめなかったらしい.茅

沼炭田は化石内容の上で石狩炭田との相違を認めな林

ら岩質上その他から幌向石層に含めている.また地

質構遺に関しては幌内では北東一南耳方向と南北方向

の摺曲カミありその

北海道地質総論(内表紙)性の構造方向と登志

別石層の構造方向が同一存のは奇異であると述べている.

なお本文にはこれらの層序記載のほかに有用鉱物と

して石炭鉄金硫黄･石灰岩その他の建築石材

水石油亜炭泥炭などが項目別に詳記されている.

全国油田地質､調査

明治になってから来日したアメリカの宣教師や医師

がさかんに石油産業の有利なことをすすめるので明治

3年には越後の久須美三郎横浜の大谷嘉兵衛東京の

岸田銀治らカ拙資して米人を雇い越後油田を調査させ

ているし明治5年にはもと新徴組隊士石坂周造か3万

円の出資金を得て長野石炭油会社を設立しているカミい

ずれも失敗している.当時一般の人に地質学の知識

が皆無だったのだから無理もないことである.

明治5年(1872)開拓使は開拓用機械購入のため大鳥

圭介をアメリカに派遣した.1870年代のアメリカは石

油産業カ童急速に発展した時期であり大鳥はこの石油産

業の実態を詳しく視察している..帰朝した大鳥圭介は

明治7年9月から伊藤信夫前田本方山内徳三郎を伴

って新潟秋田長野各地の産業事情とくに石油産

業に関して調査し11月に帰京している.翌8年2月

大鳥はその結果をr信越羽巡歴報告｣としてまとめ時

の内務卿大久保利通に提出し油田調査の必要性を建議

した.大久保はこの建議を了承したので内務省勧業

寮内に油田調査事業をつかさどる一課が設けられること

になった.

明治8年11月で開拓使との契約のきれたライマンは

翌9年2月から勧業寮におけるこの事業を担当すること

になった.開拓使顧問ケプロンは明治8年3月に帰国

しマンロｰも一時開成学校教授とたったが明治9年

に帰国している.ライマンは勧業寮に入ったものの

5月にr目率蝦夷地質翠賂之図Jが完成するまでは事実�
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上北海道地質調査のまとめに忙殺されていた.仮学校

で養成した助手たちは5月末までに全員開拓使から勧

業寮に移管された.ライマンは全国石油調査に先立っ

て大鳥圭介に同行した山内徳三郎と前岡本方から信越

羽の油田事情を詳しく聴取している由

第1年度の油田調査は明治9年(1876)6月から9月ま

で信越地域を中心として行なわれた包まず助手たち

をいくつかの班に編成して調査地域を分担させライマ

ン白身はそれらの調整おより広い地域の予察を行なっ

ている.ライマンはこの調査の過程でも北海道のまと

めを続けr北海道地質総論｣も越後高岡の宿舎で稿了し

ている.明治10年には東京大学が設立されナウマン

(E.Nauma㎜)カ主教授と在って地質学を講議した.こ

の年1月に勧業寮は廃止となり油田調査事業は工部省

工作局に移管された.この年のおも匁外業は7月から

付注われているがそれまでの内業期間中ライマンは

助手たちに1週間のうち5目づつ勤務時間の20分ほど

前から約1時間半ラｰドナｰの物理学を日本語で講議

し1冊全部の講議を完了している.

報告で詳細に述べられている.ライマンは北海道でた

てた層序を内地に及ぼし内地の油田第三系は登志別石

層に北九州の爽炭層は蜴向石層に各地の古生層と変

成岩類は鴨居古潭石層にそれぞれ対比している.ただ

内地の緑色凝灰岩類にっいてはあるものは古期火山石

層に含めあるものは鴨居古潭石層に含めていてかな

りの混同秘みられる.ライマンはこの油国調査機関を

唯一の地質調査所として組織し事業を恒久化して助手

たちの生涯の仕事を保障しようと努力した.しかし工

部省工作局ではさく井機械を試作したり新たにドイ

ツ人技師を招へいしたりして採油技術の面にカを入れ

基礎的な長期事業のためのライマンの予算要求は受け入

れられなかった.このためにライマンは明治12年7

月に工部省を去っている.

一方東京大学にあったナウマンはまったく別個に

地質調査所設立の計画をたて明治11年(1878)に内務省

地理局内に地質課をつくった.これが現在の地質調査

所の前身であることはすでに本誌上で述べたとおりで

ある.くしくもアメリカでも1879年(明治12年)にワ

シントンに国立地質調査所(USGS)が設立されている.

第2年度(明治10年)の調査では桑岡知明と西山正吾

が秋岡県下の各油田杉浦譲三と坂市太郎が静岡の相良

油田他の人たちはさらに3班に分かれて新潟の各油田

を調査しライマンは安達仁造を伴V'5月には相良油

国7月から12月までは近畿以東の大予察旅行を行柾っ

ている.

第3年度の調査では助手たちの大部分が新潟の油田

調査にあたった.ライマンは別行動をとり6月から

翌年の2月までおもに関東以西の大予察旅行を行在っ

ている.ライマンはこうして日本全土を調査したわけ

である.これらの滴田調査の経過はライマンの年次

･ライマンは工部省を去ったカミ油田調査の結果をまと

めるために自費で日本に滞留した.報告書類と新潟県

の満目ヨ地質図は明治13年の冬までに全部完成したカミ

全国地形図はまだできあカミら柾かった.ライヲンは満

たされぬ思いで明治14年の春肩本を去った.

ライマンの助手たちは四散した.工部省から再び開

拓使に移った島田純一と山際永吾は明治13年に幾春別

奔別一帯の大炭岡を発見した.坂市太郎と西山正吾は

地質調査所に入りナウマンを助けて活躍した.坂市

太郎はのちに北海道庁に移り明治21年に夕張炭田を発

見している.
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一ψ一一第3年度(明治11一ユ2年)"

アメリカでのライマン

アメリカに帰ったライマンはしばらく故郷のノｰサ

ンプトンに滞在したカミ1882年(明治15年)にフィラデノレ

フィアに行きペンシノレベニア州の地質調査所に入って

無煙炭調査に従事した.たまたま明治15年2月に工部

省を退官した賀囲真一は内地の油田調査資料をたずさ

えてアメリカに留学しライマンのもとで4ヵ月間油田

調査のまとめを手伝った.こうして明治15年8月に

r日本油田之地質及ビ地形図｣がアメリカで完成した..工

部省は印刷費を出さなかったのでライマンはやむなく

私費でこの図を印刷し200部を弟子たちに寄贈した.

これは200万分の1の地形図に鉱産地を記入したもの

で新潟県など精査した地域は6万分の1の地形図に地

ライマンの油田調査経路�
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頁断面が表示されている.その後賀田貞一はペン

シルベニア州地質調査所員として9ヵ月間ライマンと

ともに無煙炭調査に従事し翌明治16年2月に帰国した.

助手たちの将来を案じたライマンはさらに桑田如明を

アメリカに招いている.桑田は甥1人を同伴して渡米

しライマンとともに炭田調査に従事したが地質調査

所の事業方針が変更となったため調査が中止となりや

むなくアメリカ各地およびイギリスの炭坑を視察して明

治19年(1886)に帰国している.

1887年ライマンはペンシルベニア州地質調査所の次

長とたった.当時この調査所の技師にコロンビア大

学を出たホワイトという地質家がいた･ホワイト

(Israe1Char1esWhite)はペンジベニア州とウェストバ

ｰジニア州のガス同調査を行なv'摺曲の背斜軸上にガ

ス井カミあることに注目しこの関係にもとづいて試掘に

成功した.この結果は1885年に発表されたが石油の

集積にもあてはまるので背斜集演説として広く認めら

れるように放った.しかし今日では常識となってい

るこの説も当時はまだ異論が多かった.ライマンも

反対者の1人であったといわれる.ホワイトはその後

世界的に著名にたりアメリカ地質学会の会長もっとめ

てV･る.ライマンは1895年(明治28年)60歳でペンシ

ノレベニアの地質調査所を辞した.

南北戦争以来アメリカは工業国として急速に発展し

た.ロックフェラrは1882年に石油トラストを形成し

全米石油工業の90%世界原油の62%を支配した.

1890年にはアメリカは鉄綱生産において世界の第1位と

なり1901年には巨大な鉄鋼トラスト(U.S.St･･lC･｡)

が形成された.ヨｰロッパでもイギリスフランス

ドイツロシアなどはそれぞれ工業国として発展した･

1890年代にはこれらの先進諸国はきそって権益をアジア

に拡張した.1898年アメリカはスペインと争ってフ

ィリピンノ･ワイを合併した.翌1899年フィリピン

は独立した.1907年(明治40年)72歳になったライマン

は政席の依嘱により独立して間もないフィリピンのラ

ントウアン炭坑を視察している.その帰途彼は日本に

立寄った.ライマンがはじめて来日したころの日本は

維新後問もたくその将来も予測され狂かったカ玉再遊

の時には日清日露の戦争に勝ち台湾朝鮮を併合

してアジアの強国になっていた.ライマンの日本滞

留は2晩にすぎたかったがその報をきいた彼の弟子た

ちは各地から集まり恩師をかこんで30年の音を偲んだ.

第1次大戦後の1920年(大正9年)8月30目ライマン

は86歳の長寿でフィラデルフィアに永眠した終生

目本油田之地質おコ;ぴ地形図

独身であった.それより前ライマンが病床にあるこ

とを闘いた弟子たちは邦貨にして1万5千円以上の金

額を集めてライマンに送っている.これはライマン

が来日中使用した平河町の邸宅を弟子たちがもらってい

た沸のちに売却してしまったためその返済の意味で

なされたものである.この金はライマンの没後いと

このフランク･ライマンからていねv'な礼状とともに返

金されている.
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